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10
月
13
日
、
仙
台
市
宮
城
野
区
の
市

陸
上
競
技
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

北
海
道
を
先
頭
に
47
都
道
府
県
・
20

政
令
市
か
ら
約
８
０
０
０
人
の
選
手
が

入
場
行
進
。
ホ
ス
ト
県
と
し
て
最
後
列

に
つ
い
た
宮
城
県
選
手
団
は
、
大
久
保

宏
旗
手
（
卓
球
・
宮
城
県
Ａ
チ
ー
ム
）

を
先
頭
に
、
役
員
や
選
手
総
勢
３
６
６

人
が
横
断
幕
や
ミ
ニ
の
ぼ
り
を
持
ち
、

震
災
後
の
元
気
な
姿
と
感
謝
の
気
持
ち

を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

大
会
会
長
の
村
井
嘉
浩
宮
城
県
知
事

ら
主
催
者
の
あ
い
さ
つ
や
常
陸
宮
さ
ま

の
お
言
葉
の
後
、
県
や
仙
台
市
の
選
手

団
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
伊
達
キ
ッ
ズ
の

各
代
表
者
に
よ
る
力
強
い
「
宮
城
・
仙

台
宣
言
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

14
、
15
日
、
県
内
各
地
で
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

18
種
目
の
う
ち
、
宮

城
県
チ
ー
ム
は
ゴ
ル

フ
、
な
ぎ
な
た
、
水

泳
、
健
康
マ
ー
ジ
ャ

ン
、
サ
ッ
カ
ー
で
優

勝
を
果
た
し
、
複
数

の
種
目
で
上
位
入
賞

す
る
な
ど
大
健
闘
し

ま
し
た
。

　

美
術
展
で
は
、
５

部
門
（
洋
画
・
日
本
画
・
書
・
写
真
・
工
芸
）

に
20
作
品
を
出
品
。
厚
生
労
働
大
臣
賞

を
は
じ
め
８
作
品
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　

大
会
事
務
局
に
よ
る
と
４
日
間
の
参

加
者
数
は
、
選
手
や
関
係
者
、
観
客
も

含
め
、
延
べ
51
万
人
。
ス
ポ
ー
ツ
交
流

大
会
を
は
じ
め
、
県
の
魅
力
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
催
し
や
健
康
・
生
き
が
い
関
連

イ
ベ
ン
ト
で
、
世
代
や
地
域
を
超
え
た

交
流
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー

ル
宮
城
で
開
か
れ
た
音
楽
文
化
祭
に
は
、

女
川
潮
騒
太
鼓
や
多
賀
城
高
校
吹
奏
楽

部
と
い
っ
た
県
内
外
８
団
体
と
加
藤
登

紀
子
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
み
ち
の
空（
く
）が
出
演
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
全
員
で
「
わ
せ
ね
で
や
」

を
歌
い
、
出
演
者
と
来
場
者
が
一
体
と

な
り
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

16
日
、
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル

宮
城
で
開
か
れ
た
総
合
閉
会
式
で
は
、

宮
城
・
仙
台
大
会
の
交
流
大
会
会
場
や

イ
ベ
ン
ト
会
場
で
の
触
れ
合
い
や
交
流

の
様
子
が
メ
モ
リ
ア
ル
映
像
と
し
て
放

映
さ
れ
る
な
ど
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
ふ
さ

わ
し
い
大
会
の
思
い
出
が
深
く
心
に
刻

ま
れ
る
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

　

来
年
は
高
知
県
で
の
開
催
と
な
り
ま

す
。
大
会
旗
が
村
井
宮
城
県
知
事
と
奥

山
仙
台
市
長
か
ら
岩
城
孝
章
高
知
県
副

知
事
に
手
渡
さ
れ
、
宮
城
・
仙
台
で
生

ま
れ
た
「
喜
び
・
ふ
れ
あ
い
・
笑
顔
・

感
動
」
と
共
に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

洋
画
部
門
で
厚
生
労
働
大
臣

賞
を
受
賞
し
た
斉
藤
文
子
さ

ん
の
作
品
「
晩
夏
」

　

今
回
の
開
会
式
の
入
場
行
進
で
は
、

宮
城
県
選
手
団
は
ホ
ス
ト
県
と
し
て
最

後
尾
を
務
め
ま
し
た
。
他
県
の
方
々
を

も
て
な
す
立
場
で
あ
る
の
を
意
識
し
、

張
り
切
り
な
が
ら
も
、
緊
張
感
を
持
っ

て
臨
み
ま
し
た
。

　

他
県
の
選
手
団
の
中
に
は
「
宮
城
県

頑
張
れ
」
と
の
横
断
幕
を
掲
げ
て
行
進

し
て
く
れ
た
団
体
も
あ
り
、
大
変
あ
り

が
た
か
っ
た
で
す
。

　

県
内
各
地
で
18
種
目
の
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
交
流
大
会
が
行
わ
れ
、
サ
ッ
カ
ー

や
ゴ
ル
フ
、
な
ぎ
な
た
な
ど
五
つ
の
競

技
が
見
事
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
例
年

に
比
べ
参
加
選
手
が
多
い
と
は
い
え
、

地
元
開
催
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
中
で
、

こ
の
成
績
は
評
価
に
値
す
る
素
晴
ら
し

い
も
の
で
す
。
美
術
展
で
は
厚
生
労
働

大
臣
賞
を
受
賞
し
た
方
も
。
選
手
団
長

と
し
て
は
う
れ
し
い
限
り
で
す
。

　

被
災
地
域
か
ら
頑
張
っ
て
参
加
さ
れ

た
選
手
も
多
く
、
復
興
へ
向
け
て
力
強

く
歩
む
姿
を
全
国
の
方
々
に
見
て
い
た

だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

　

閉
会
式
で
は
、
次
の
開
催
地
へ
大
会

旗
を
手
渡
す
の
が
通
例
。
宮
城
県
か
ら
、

来
年
の
開
催
地
の
高
知
県
へ
大
会
旗
が

引
き
継
が
れ
た
時
は
、
思
わ
ず
ほ
っ
と

し
ま
し
た
ね
。

　

今
回
、
宮
城
県
が
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

の
開
催
地
と
な
っ
た
こ
と
で
、
ね
ん
り

ん
ピ
ッ
ク
へ
の
県
民
の
関
心
や
認
知
度

は
高
ま
り
ま
し
た
。
高
齢
者
が
ス
ポ
ー

ツ
や
文
化
活
動
に
い
そ
し
み
、
全
国
の

方
々
と
交
流
を
深
め
て
い
る
こ
と
も
知

っ
て
も
ら
え
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
を

機
に
、
宮
城
の
よ
り
よ
い
長
寿
社
会
づ

く
り
に
、
も
っ
と
関
心
が
寄
せ
ら
れ
る

よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
市
町
村
や
主
管
団
体
な
ど
、

運
営
に
携
わ
っ
た
関
係
者
の
皆
さ
ま
、

大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

長
寿
社
会
へ
の
関
心
の
高
ま
り
期
待

三
浦
俊
一
さ
ん

宮
城
県
選
手
団
団
長

（
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
）

むすび丸に迎えられての開会式入
場行進

◆
総
合
開
会
式
◆

◆
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
交
流
大
会
◆

◆
音
楽
文
化
祭
◆

◆
総
合
閉
会
式
◆ 

 

～
高
知
大
会
へ
～

音楽文化祭のフィナーレでは、会
場が

一体となって盛り上がった

来年の開催地高知県へ、大会旗と一緒に触れ合いの輪を引き継いだ
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